
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

南太秦だより 平成２７年度後期 

学校評価のおしらせ 

全４ページで，学校評価の結果をお知らせします。ぜひ
ご一読いただき，今後の取組にご協力いただきますようよ
ろしくお願いします。 

平成２８年３月２２日 
京都市立南太秦小学校 
校 長  清水 淳一 

このページのグラ
フは，保護者の皆様に
ご協力いただいた「第
２回南太秦小学校の
教育に関するアンケ
ート（２月実施）」の
結果をまとめたもの
です。 
 マークの結果か

らは，依然として「自
分から」「進んで」と
いう意欲面に弱さが
残ることが感じられ
ます。また，学校で学
んだきまり，あるいは
できている判断を「汎
化する」（いつでも・
どこでも・だれとで
も）力に弱さがあるの
ではないかと考えま
す。３ページに，次年
度の取組についてま
とめます。 
 マークの項目は，

まだ実現度が低いで
すが，重要度は上昇し
ています。学校の取組
に対する保護者の皆
様の共感・協力の輪が
さらに広がりつつあ
ることを感じます。一
朝一夕に結果はでな
いかもしれませんが，
「未来に生きる力」を
子どもたちに身に付
けさせるためにも，共
に粘り強く取り組ん
でいく必要がありま
す。 

目標 

目に見えてきまりを破る子は，学校生活の中ではほと
んどいません。「ついうっかり」のときでも，少しの声か
けで気付いたり，反省出来たりしています。しかし，大
人の目のないところではどうでしょうか。「見られていな
ければ少しぐらい…」という行動が，家庭・地域で見ら
れるのではないか，と心配する結果です。 

「気持ちの良いあいさつの声がひびく町」というの
が，南太秦のよさです。しかし，「近ごろ子どもたち
のあいさつの声に元気がない。」「自分からあいさつで
きない子も増えてきた。」というお声が地域の皆様か
らも届いていることを考えると，保護者の皆様も同様
に感じておられるのではないでしょうか。 

南太秦 前進・充実のキーワード 

「自主性と自律性（自ら律する）を育む」です。 

※  マークは，前期調査の実現度位置を表しています。矢印は，実現ポイントが上がったものと下がったものに付しています。 



 達成ポイントの微減が気になる「あいさつ」「返事」「言葉づかい」・・・人とのかかわり，つながり
がそこから始まります。“やらされるもの”ではないのです。習慣化が大切です。 

（２月実施の「みんなのふりかえりシート」の集計結果をもとに，教職員で分析しました。目標は１００ポイントです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二重線が前期，太線が今回の結果です。「学習意欲」の各項目が全体的に
広がりを見せていることは好ましい傾向です。特に授業への意欲，家庭学習
への意欲は高まっていると感じます。まだすべての子に浸透していないかも
しれませんが，宿題の改革や自学の取組，みなうず漢字検定などをきっかけ
に，学習の方法を自分で考えようとする子が増えてきていることはまちがい
ないと思います。 

一方で，○で囲んだ項目は，前回よりもポイントを下げました。授業中に
発表しようとする意欲が，高学年でぐっと下がるのが気になります。話すこ
と・聞くことに始まり，高学年ではプレゼンテーション力・討論力にまでつ
なげていくことが求められています。次年度の大きな課題です。 

 保護者アンケートの結果

と重なる部分かもしれませ

んが，挨拶や返事，言葉づか

いの項目のポイントが微減

しています。ここでも高学年

の回答が非常に消極的でし

た。 

 ＳＮＳの急速な拡がりの

背景には，その「匿名性」や

「仮想性」を心地よく感じる

人が増えている，言い換えれ

ば「直接関わるのは面倒だ」

という風潮があるとも言わ

れています。しかし一見「面

倒」にも思える人とのかかわ

り，つながりから，判断力・

責任感・人間関係調整力など

がついていくのです。「あい

さつ」「返事」はその入口，

そして「言葉づかい」は最大

の思いやりとなり得ます。別

に特別なことではない，いつ

も当たり前にやってるよ，と

言えるような習慣化が必要

だと思います。 

 「担任に話を聞いてもらえ

ていない」と感じている児童

が前回より少し増えました。

そのようなさびしい，あるい

は厳しい回答の原因をすべ

ての担任が真剣に考えてい

ます。 

でも，１００冊
達成者は昨年度
を大幅に上回っ
ています。 

みなうず漢字検定
では，多くの児童が
ていねいに書いてい
ます。その心がけを
ふだんに生かせるか
がカギです。 



次年度に向けて 
 

「あいさつ」の大切さを，改めて子どもたちと一緒に考えていきます。 

□ 右の詩は，小学生が書いたとだけ分かっているものですが，実に端的に「あいさつ」の本質 

をとらえています。「あいさつ」＝「自分を動かすエネルギー」として指導していきます。 

□ 子どもどうしが案外「あいさつ」していません。出会った友だちに，教室に入るときに， 

 元気よく声が出せるよう働きかけます。 

□ 「行きたいな」と思う学校，「はやくやりたいな」と思う授業，「会いたいな」と思う先生， 

 わたしたちの教育活動，居場所づくりそのものが気持ちの良い「あいさつ」につながる，と考え 

 「通いたくなる」「通わせてよかった」学校づくりをさらに推進します 
 

「自主性」「自律性」は人とのかかわりの中で育ちます。体験活動や 
協働の学びをさらに一層，授業の中に取り入れて 
いきます。 

□ 「ひとり学び」が確かなものとなるように，授業の 

 入口では学習問題をしっかりともたせ，出口では考察・ 

 まとめを確実に行います。 

□ もっている知識や技能を活用したり，試行錯誤を重 

 ねたりして問題解決を図る楽しさは，「みんな学び」 

（協働）によって深まります。すべての担任が「みん 

な学び」を的確に授業の中に位置付けていきます。 

□ 道徳教育や特別活動，地域の人やさまざまな人と交 

 流する体験活動を通して，社会の一員として必要とな 

 る公共心や公徳心，生命を尊重する心等を育てます。 

平成２７年度後期に取り組んできた以下の内容
は，今回の方針とともに今後も継続していきます。 
 

○ 「やらされる」勉強から「進んで
取り組む」学習へ，「宿題」から「自
学」へ，転換を図ります。 

 
○ 学習成果・学習効果の実感・ 
「見える化」を進めます。 
 

○ 家庭と連携して情報モラル教育
を展開します。（子どもの生命・健全な発
達を守り抜くために，一緒に教えましょう。） 
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学校運営協議会 理事の皆様より（学校関係者評価） 
 

○ 南太秦小学校の「自学を推進する」

という方針を受け，児童館でも「宿題

をしなさい。」と指示するのを控える

ようにしました。それでも，きちんと

自分から学習をするようになってき

ています。学校の取組が，少しずつ子

どもの身に付いてきているのではな

いかと感じています。 

 

○ 校区内を通行する自動車・バイク・自転車

のマナーの悪さが目立つようになってきて

いるのを感じます。もちろん，運転者のモラ

ルが問題ですが，子どもの安全を守るために

見守り活動等大人ができることを継続して

いきたいと思います。 

○ 理事として，３月１０日（木）に行われた

「お別れ集会」を参観しました。工夫がたく

さんあり，教職員のていねいなご指導と，児

童の成長が感じられる感動的な行事でした。

子どもは１年でこんなにも成長するのか，学

年が一つ上がるだけでこんなにもできるこ

とが増えるのか，と感心しました。 

○ 挨拶は，「自分から心を開いている」とい

うメッセージを伝えるものでもあります。ぜ

ひ自分からできるようになってほしいです

が，そうしにくい子にとっては「きっかけ」

を与えてやる必要があると思います。照れく

ささや戸惑いの一線をこえる「きっかけ」で

す。大きな声で，笑顔で声を掛けるのも，そ

のために大切だと思います。 

○ 昨今，不審者による被害が各地で発生して

いることから，「知らない人」への対応が変

わらざるを得ないのを感じます。でも，見守

り隊の人，近所の人，行事のときに出会う人

などは間違いなく地域の人なので，しっかり

挨拶してほしいと思います。 

○ ６月・１月に行われる各種部会（学校運営

協議会理事・ＰＴＡ・教職員で行う座談会）

で，保護者との交流をもっと深めていきたい

です。 

○ ＳＮＳの危険性は放置できませんが，中高

生ぐらいになると，それを使いこなすことが

コミュニケーション力の一つと見なされる

時代でもあります。小学校の感受性豊かなう

ちに，「どういう使い方が生活を良くするか」

「好ましい人間関係に生かせるか」という視

点で学習できたらいいと思います。 

○ 生徒会・児童会など，自主的・自治的な活

動の中で，子どもが自分の態度を見つめ直し

たり，人とのかかわり方を考えたりできると

思います。 

○ きまりはしっかりと守る子になってほし

いと思います。 

 

○ 学校の先生には，聞き上手になって

ほしいです。自分から思いを伝えられ

ない子もたくさんいます。大人のあた

りまえが，実は子どもにとって大きな

壁となっているときもあります。学校

の先生には，何でも話し，相談してほ

しい，そのためにも，子どもの思いを

引き出せる先生であってください。


